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『
七
月
八
日
r
蓉
鋳
舷
梯
談
話
か
ら
野
菜

崖
宋
め
て
轟
き
や
る
血
レ
嘉
川
へ
′
一
天
－
阜

に
′
シ
に
の
患
．

僑
た
ち
が
歴
白

鳳
嬰
償
え
さ
詰
ま

手
同
賞
は
え
っ
と
（
た
く
さ
ん
）
取
る
し
・
支
一
く
つ
も
月
ら
し
い
。
野
薬
信
一
五
l
へ
品

弘
‖
1
3
＝
つ
に
な
る
か
れ
か
ち
ん
け
。
一
橋

谷
部
落
ち
も
三
野
だ
高
月
を
、
”
盲
門
も
ガ
ン

さ
て
七
日
目
八
日
に
庵
〉
た
ち
が
い
つ
も
の

せ
た
六
月
下
旬
一
手
つ
に
庖
島
屋
賊
へ
行
っ
た
γ
き
、
意
外

．
頃
だ
っ
た
。

日
精
珊
患
三
年

は
豊
刷
に
垂
直

蟹
C
や
っ
た
こ

じ
が
あ
る
．
そ

の
時
は
、
全
紙

誅
党
櫛
じ
れ
繍

諾

人

た

ち

の
原
隠
宅
飽
く

“
否
事
実
も
知
ら
さ
れ
た
。

へ
広
亀
田
の
劇
壇
富
者
の
蕃
和
）
I
I
「
亡
の
ん
だ

…
た
ち
三
放
き
登
米
声
墓
穴
っ
て
る
の
？

三
諒
の
一
朝
に
箋
し
並
べ
て
、
詔
が
緬
栄

と
相
産
地
一
畳
C
か
書
目
こ
碕
っ
石
上
n
喜

子－

忌
日
を
血
潮
へ
仁
術
っ
亡
者
・
命
じ
、
出
払
卜
i

の
き
う
登
状
況
だ
っ
た
。
可
島
根
県
孤
架

村
・
扁
原
野
采
・
」
庫
穂
直
送
屯
の
｛
大
き
な

適
、
二
ト
ン
ト
ラ
ツ
ワ
を
毎
日
運
ん
で
〓

る
C
h
W
こ
こ
。
無
用
で
具
備
れ
た
役
場
や
崖

徹
の
着
信
転
官
員
が
、
十
十
八
倍
を
言
出
何
日

で
い
る
。
さ
ら
に
葉
を
見
こ
驚
い
た
〓

γ
」
に
、
七
日
上
旬
の
晴
古
間
ひ
、
軸
兼
を
I
a

時
期
的
に
奉
だ
と
M
春
日
は
打
倒
事
l
ス
や

自
ウ
月
、
ス
イ
ヵ
む
ご
が
並
ん
を
い
た
．

（
畠
悠
協
の
転
員
の
諦
）
－
「
い
や
l
8
－

新
港
不
乙
案
め
た
′
旬
は
、
ン
イ
q
ノ
与
や
ろ
ワ
「

め
い

け
′
ビ
・
キ
ャ
ベ
ツ
く
ら
日
。
1
人
イ
カ
な
ん

か
は
務
田
や
益
田
研
饗
篇
脚
か
ら
仕
入
れ
た

ん
“
に
の
む
。
一
日
二
〇
万
連
尺
れ
こ
る
さ

↑
め
ん
た
十
七
一
手
伝
れ
′
几
小
用
ピ

丸
細
媒
材
を
こ
爪
音
利
鮮
な
吉
岡
原
野
案
と

M
吉
日
さ
か
ら
、
そ
の
実
全
課
時
保
証
の
こ
。

て
・
あ
と
が
続
か
玲
飾
っ
た
。

（
蔀
精
の
A
さ
ん
の
諸
）
－
「
呑
ん
だ

看
板
。
細
岡
は
七
日
目
尺
日
周
ろ
一
週
間

谷
口
留
保
鹿
川
の
鷺
小
を
イ
ロ
き
つ
口
て

恕
筋
子
し
哲
催
脇
机
．
三
越
了
し
契
約
を
編

「
席
上
－
懐
幡
朝
小
幅
憶
説
愕
膚

」は工

h
l
松
原
月
二
回
一
週
鱒
1
7
向
い
て
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重
工
宍
経
過
は
以
上
の
通
り
だ
研
、
米
に

「

村
と
百
貨
店
の
筒
を
あ
ー
せ
ん
、
と
月
初
小
か
ら

人
里
四
日
停
車
国
新
風
幼
毎
根
撒
き
生
一

＝
窪
壷
に
関
す
る
雷
鳥
げ
ア
井
土

闇
聞
胴
囲

広
日
毎
の
自
省
店
に
塵
か
榊
出
荷

地
藤
に
悩
む
都
営
郁
弥
朱
村
は
、
豊
栄
振

興
対
策
の
一
つ
に
－
こ
土
日
か
ら
高
冷
地
一
同
却

き
た
各
種
野
乗
や
フ
手
、
杏
も
王
座
台
車
竹
内

の
大
事
百
貨
店
へ
三
煎
）
に
出
荷
し
て
〓
る
件
、

定
点
行
き
は
上
々
。
君
側
I
孝
二
初
を
権
に
市

場
性
な
じ
を
研
究
－
貸
筋
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
計
互
譲
蛭
を
憶
へ
め
る
こ
こ
に
し
て
‖
る
。

功
労
村
は
、
小
南
玉
屋
薬
貸
し
幸
徳
節
し
奮

い
無
公
害
乎
新
鮮
な
野
乗
手
背
中
あ
わ
せ
の

穴
消
音
碑
広
魯
当
市
ぎ
乗
り
出
ぞ
っ
と
．
一
時
は

同
市
何
の
団
地
垂
直
賭
し
た
こ
と
調
布
e
。
こ

の
安
宿
を
寵
っ
て
い
る
広
島
県
内
の
菜
者
b
y

肘
崖
噺
の
協
力
一
e
日
二
回
一
過
向
き
と
の
出
荷

に
磨
互
き
っ
た
．

吉
寒
地
む
野
乗
の
古
き
研
磨
輔
弼
に
塩
生

価
格
を
創
面
後
車
い
と
市
子
予
想
以
上
の

欝
．
全
種
の
成
果
か
醤
打
て
い
る
。

こ
の
蟄
早
に
は
、
二
っ
の
点
を
争

塾
へ
読
認
飾
・
両
を
e
　
「
つ
ば
「
鯨
公
害
野
乗

L
可
で
の
る
予
）
い
り
孟
…
∵
己
、
つ
一
つ
は
「
一

輝
i
患
田
並
か
丘
萌
し
た
二
と
側
面
ら
し
と

い
う
点
8
一
め
る
。
二
の
誤
認
は
高
明
ち
か
に

う
こ
す
る
星
置
は
、
村
民
芹
扉
壷
二
柳
虚

し
．
相
即
急
進
籠
し
た
も
の
む
し
か
な
い

二
ト
ソ
ト
ー
フ
ヅ
〔
／
一
と
幼
い
し
た
〃
つ
、
三

、
徹
に
場
和
代
を
判
っ
た
り
∴
即
売
に
了
ル

件
イ
ト
を
雇
っ
た
生
し
て
‖
る
こ
と
か
ら

着
．
充
て
も
、
続
局
〝
、
こ
の
産
屋
外
孫
萱
C

あ
げ
る
た
め
に
は
、
む
ん
む
ん
ロ
思
策

看
也
こ
し
し
こ
の
奄
驚
き
残
の
る
以
外
に
体

日
だ
う
う
。
そ
柄
は
、
七
日
三
〇
日
親
ら

物
井
二
回
産
屋
8
、
昏
富
み
有
徳
岩
館
か
咋

ろ
の
龍
夫
相
克
か
多
く
な
1
〔
芦
）
で
‖
る

h
M
n
れ
妊
ハ
同
体
の
今
ま
両
や
1
て
き
た
÷
）
C
か
ら
も
明
ら
か
を
あ
る
。

直
販
こ
と
り
ち
個
え
で
い
る
も
の
を
一
句

手
′
′
′
′
′
．
き
く
‘
9
7
を
て
こ
′
‘
、
き
．
あ
．
′
′
一
・
・
そ
ら
－
7
・
t
i
t
i
と
…
，
て
′
く
く
～
－
，
！
－
，
～
事
、
i
e
e
－
篤
－
．
－
一
－
．
－
具
－
一
8
－

雇
直
・
善
房
背
後
蜜
（

・
．
′
〕
7
7
タ
ブ
．
i
″
さ
さ
．
具
要
一
へ
賃
．
－
－
さ
一
・
・
，
）
l
i
i
i
く
う
ー
i
一
、
－
－
．
・
．
一
．
ヽ
あ
く

闇　電するに、弥栄村崖でもむ日登采

を
鹿
冨
r
T
∧
〟
れ
こ
、
箇
蜃
蒸
玉
も
な
日
舞

十
に
も
の
だ
う
う
完
　
し
か
し
、
虫
垂
氏
か
ら

薯
だ
〔
う
そ
）
用
い
て
ロ
ー
る
の
ぼ
．

‖
た
た
い
て
什
十
八
雄
＋
蜜
C
葺
く
廉



護
饗
招
弦
離

日
卒
負
に
し
T
÷
0
．
今
回
三
の
ふ
う
な

彩
を
後
場
、
鴬
統
相
槌
死
の
蜜
努
で
「
庫

直
し
を
や
り
鮪
の
た
菅
尾
に
は
、
晒
ち
か

に
僚
た
ち
納
栄
え
蟹
玉
屈
横
町
研
二
年
間
や

月
続
け
て
き
た
1
直
販
」
碑
あ
る
も
の
き

思
新
柄
る
。
そ
し
の
恵
一
厭
き
、
琉
皆
縄
付
き
の

そ
こ
ひ
、
衝
た
ち
／
黄
身
研
う
く
っ
ナ
」
日
日

8
日
帰
日

狛
計
時
即
日
針
計
帥
」

一
徳
た
ち
の
請
劫
－
は
帝
宿
価
暗
研
あ
1
た
し
、

村
の
桜
橋
の
一
都
曾
寒
一
し
動
か
し
鯖
め

た
の
た
こ
自
富
貴
き
じ
っ
γ
き
き
今
日
子
思
、
？

フ
二
つ
予
言
q
る
コ
三
ユ
ン
社
Å
句
の
・
経
名
川
一
曲

車
の
旦
殊
的
な
留
努
も
穣
充
て
く
る
を
め

るノ、つ。

（
日
用
基
」
∵
郭
宅
へ
）

・
尊
ガ
マ
の
線
・
孟
賑
二
，
え
を
読
汁
た
目
方
享
、
瑚

牢
を
髄
，
た
雲
間
へ
′
一
風
訂
み
上
∴
島
碩
卑
郡

僧
貝
欝
ボ
村
一
三
里
語
坤
拙
木
え
聾
へ
菌
体
曇

を
　
村
だ
よ
I
－
下
－
、
－
‖
∵

し
か
し
、
ま
た
衛
た
ち
l
s
、
は
っ
さ
の
つ

対
席
し
め
・
つ
放
し
し
て
「
村
役
場
・
農
協
仰

窒
直
し
を
批
判
し
て
い
く
席
窒
伏
あ
る
だ

う
、
て
こ
同
時
に
、
ロ
か
マ
の
穂
（
部
署

向
け
新
館
）
也
や
H
丘
賊
ニ
ュ
ー
ス
へ
謁
当

脅
首
伺
竹
憩
酬
）
白
こ
色
．
こ
う
し
た
産
直

と
燈
た
ち
の
丘
へ
風
姪
逼
既
の
頁
的
な
遭
い

を
、
は
っ
き
自
′
C
知
ら
せ
て
日
高
用
む
く
f
L

Y
自
I
7
日
～
　
∧
了
、
穴
議
へ
出
荷
き
だ
や
「
こ
く
る
、

8
居
り
づ
I
a
超
に
ち
っ
と
自
動
毒
萎
松
の
毎
等
室
に

変
身
／

ク
リ
林
日
光
へ
ニ
ワ
ト
ー
ー
聾

夕
食
を
ゴ
〒
リ
サ
に
な
る
。

闇
咽
朝
岡
天
眼
幾
濡
ぎ
組
、
蜜
汁
澄
曇
，
の

強
行
風
千
を
貫
徹
T
i
p
O

胤
闇
圃
蘭
圃
天
眼
圭
三
田
恕
議
会

キ
ー
コ
が
フ
ラ
ン
ス
葺
合
空
き
熱
弁
1

利
別
幽
引
　
モ
ヤ
シ
ュ
芸
∵
日
．
三
方
、
／
（
京
都
）

血
潮
聞
　
リ
ユ
ニ
オ
∵
ノ
（
禄
高
）

負
号
富
山
　
∴
大
阪
こ
争
う
掌
別
型
ご
ば
二
）
の
ご
ろ
、

中
萱
÷
年
生
の
生
徒
か
自
分
た
ち
ご
璽
蛾
放
き

五
三
但
と
う
こ
、
生
起
手
中
十
千
仁
の
句
末
ス
タ

ー
書
き
や
弓
称
小
さ
に
璃
谷
・
ク
。
一
庭
石
き

き
に
）
米
で
打
て
下
十
ヽ
日
．

㊥
胤
園
胤
‥
広
島
一
三
遊
絡
愛
読

盲
惜
ほ
・
こ
ワ
ト
白
」
の
ヒ
r
諾
当
字
定

ほ
な
ら
胃
e

8
日
上
旬
′
～
下
旬
　
　
L
l
－
坤
、
秋
田
へ
栄
樹
留
萱
，
京

風
胤
風
　
潮
の
〓
ワ
」
日
大
富
笹
下
倉
婦
等
）

旧
聞
冊
聞
　
合
わ
今
年
一
？
な
つ
か
し
の
分
葱
し
当

久
し
ぶ
り
に
丸
福
や
入
り
言
雷
上
司
嫌
こ
し
た
．

㊦
膚
問
幅
輪
唱
∴
掘
絃
手
で
ン
l

稲
刈
l
－
や
姫
田
で
く
り
；
／
イ
9
7
の
原
木
印
可

虫
し
な
不
二
で
＝
ま
す
。
蜜
書
下
き
た
引
手
I
二
〃

む
し
こ
し
参
桐
g
P
，
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態

轡

‘
’
「
置
l
■
〃
輸
　
■
m
r
＿
●
′
i
置
k
r
l
m
L
。
”
細
∴
L
r
　
し
ヽ
鳳
雛

愛
多
少
蔓
琵
琶
扮
輸

n
M
n
裾
の
翻
栄
え
郷
只
同
体
を
、
他
の
只
風
体
と
比
鎌
し
て

し
っ
を
エ
し
特
徴
的
だ
と
思
わ
拘
る
臭
は
、
相
室
乱
丁
こ
こ
連
動
に
巻

き
込
う
う
と
し
て
‖
－
る
裏
e
あ
る
。
n
M
n
M
は
孝
雄
を
1
対
の

コ
ミ
ュ
ー
ン
化
」
と
重
ん
み
き
だ
。

王
台
日
馬
は
登
－
富
連

の

風
熊
を
相
対
J
し
な

社
会
主
一
乗
的
コ
ロ

雑
念
重

電
．
蓋
弼
コ

ロニー

に
も
相
加
わ
ら
ず
今
の
杵
柄
れ
肌
の

的
コ
ロ
ニ
ー
を
コ
三
ユ
ー
ン
社
会
、
へ
の

し
か
し
n
M
n
柄
は
、
こ
の
社
会
主

う
、
柑
探
界
に
－
葛
玉

体
を
構
成
し
て
‖
る
こ
こ
の
矛
笛
・
、
・

新
栄
え
絨
釆
風
体
l
き
、
資
本
主
義
の
語
例

場
と
蜜
候
の
道
程
に
あ
る
不
一
患
一

雇
と
し
て
と
ら
え
る
。

費
の
釆
風
体
は
、
吾
図
の
よ
う
な
一
二



訓
毒
す
雄
－
才
、
れ
拘
れ
M
l
ぶ
つ
袷
に
＾

社
会
化
）
C
へ
国
家
化
）
と
待
う
椙
雷
つ

る
二
っ
の
ベ
ケ
ト
ル
の
寵
臭
に
日
で
、
そ

の
時
ラ
ン
沃
勃
上
に
。
今
切
只
風
体
の
哲
虻

形
態
を
現
唾
J
せ
千
時
寧
薗
衆
磐
往

な
が
に
あ
っ
て
の
オ
ル
タ
ー
T
テ
ィ
ナ
惟

γ
七
局
、
社
会
化
の
程
鼠
㌣
ま
っ
ー
て
欝
－

る
こ
じ
研
き
き
る
を
あ
ろ
う
。

（
、
滴
詮
1
）
　
＾
社
会
化
）
（
国
家
化
）
と
い

う
こ
き
の
へ
社
会
）
は
．
こ
く
に
へ
国
衆
）
の
所

在
符
合
と
し
て
と
ー
？
み
る
．
へ
国
家
）
か
政
詮

的
・
十
号
弁
口
ぎ
ー
的
に
受
配
↓
J
初
だ
集
団
形
態

を
あ
る
の
に
対
し
、
（
社
会
）
は
、
経
済
的
喜
寿

的
み
自
治
的
集
団
襲
磐
志
を
“
∴
十
㌧

へ
補
講
乏
）
∴
カ
ー
ル
、
エ
ル
一
之
は
〈
社
会
化
）

を
読
者
形
態
外
需
番
は
腺
接
し
た
老
讐
梗
屈

し
て
‖
る
（
申
し
ー
テ
遅
効
ゾ
息
漁
期
社
会
ロ
）

よ
う
ふ
l
く
硬
よ
年
嵩
的
に
l
d
、
へ
社
会
化
Y
Z

l
享
大
農
あ
る
日
は
個
人
の
人
格
の
ア
ト
ム

化
の
方
角
と
蓮
樋
に
あ
る
価
値
税
金
r
I
′
人
間

が
類
と
し
て
央
房
共
栄
し
そ
白
く
た
め
の
周
航

拘
た
飼
密
－
伺
小
柄
た
共
同
性
と
し
て
姥
筒
を

き
る
：

￥
み
貴
族
か
ら
ず
れ
は
、
集
団
有
（
国
姦
有

も
そ
の
一
形
態
だ
）
を
＜
社
会
化
Y
C
L
T
着
．

看
る
コ
ル
シ
ュ
の
考
え
方
に
注
し
て
、
舘
鴬
化

を
＾
塞
化
〉
と
し
で
i
嘉
′
看
る
の
琳
筆
者
の

…
－
ユ
ー
ン
ほ
＜
薫
き
ゝ
な
主
意
Y
C
‖

う
社
会
化
の
聾
轟
き
も
っ
ゆ
え
に
コ
ミ
ュ

ー
ン
γ
）
‖
う
序
五
彩
態
を
と
り
み
る
。

重
厚
な
の
は
、
す
べ
て
の
社
会
窒
）
の

寧
つ
に
相
友
有
る
二
つ
の
ベ
ワ
ト
ル
祝
福

折
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
苦
り
た
っ
て
い

る
γ
守
る
、
動
態
社
会
観
と
‖
う
べ
き
認

一
諒
話
を
あ
1
6
。

讃．

コ
ロ
ニ
ー
性
の

自
己
廃
棄

れ
拘
れ
柄
の
共
同
体
は
、
社
会
化
r

っ
÷
し
コ
三
ユ
「
」
へ
止
揚
ず
る
一
小
節
脂

止
瑞
を
勾
金

も
っ
て
‖
る
γ
ジ
し
毛
に
、
国
塚
化

闇”

T
さ
ら
に
茨
目
コ
ロ
ニ
ー
の
菰
規
に
諸

．、、良∵す

す
奇
態
鉦
態
宝
石
愚
老
法

網
鰯
綱
幾
組

V
C
L
C
の
屠
冥
唐
幽
出
獄
化
の
尊
家
一
C
で

さ
て
と
凧
で
ほ
れ
在
れ
孤
の
P
h
期
栄
え

鶴
共
同
体
は
・
ぞ
夙
症
乞
う
コ
旦
丁
性

を
自
己
廃
案
し
て
目
口
1
急
上
ろ
う
執
。
コ

ロ
ニ
ー
性
の
自
己
廃
棄
こ
そ
、
薯
風
体
の

社
会
化
の
主
体
的
前
提
き
あ
る
。
す
曾
打

ち
、
自
ら
の
う
ち
に
自
己
詔
体
す
る
械
能

を
連
動
論
と
「
テ
し
も
ら
え
な
日
日
か
な
る

共
同
体
超
勤
も
、
ほ
て
し
な
い
国
家
化
へ

助
通
を
塙
／
む
し
か
な
い
。



部嫌え節穴同体の
自
国

「
引
馴
狛
引
勘
日
射
馴
紺

テ
盟
葺
彊
涜
細
井
変
え
、
カ
ル
タ
）

的
胴
囲
胴
囲

タ
ー
ン
を
と
る
こ
こ
に
む
る
。

れ
＝
れ
n
値
は
「
灯
用
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
化
」

と
日
中
つ
き
月
日
穴
苧
」
な
社
会
化
の
過
程
を
、

＜
社
会
主
義
的
コ
ロ
ニ
ー
V
と
し
て
の
一

度
の
役
割
を
果
た
し
た
r
羊
↑
・
自
ら
の
只

厨
体
言
醇
休
し
て
＜
柾
谷
V
の
中
の
共
同

態
に
房
肥
し
て
‖
く
の
ス
C
あ
る
。

わ
れ
n
M
の
革
命
論
I
s
、
賓
本
別
社
会
の

轟
積
ま
き
意
図
す
る
の
甚
己
ち
ろ
ん
の
こ

と
を
あ
る
が
：
）
二
で
は
ま
が
＜
村
登
ハ

鳳
＞
↑
急
出
題
に
す
る
こ
こ
に
よ
っ
て
、

日
詰
の
砕
き
と
日
は
奇
せ
こ
乙
に
し
ぶ
り
。

稗
的
風
土
V
を
種
板
す
る
こ
こ
に
よ
・
て
よ

り
轟
的
に
話
柄
ひ
っ
‖
七
人
風
袋
話
者
嘉

73。

犠

村
落
共
用
体

の
箕
の
韓
か
遇

飽．

－－－蔓の
請
合
徳
遥

弥
栄
え
細
井
風
体
は
、
左
図
の
き
つ
に

一
三
重
の
社
会
形
態
の
雪
健
也
の
申

二
着
効
用
で
‖
る
と
い
っ
て
土
台
ロ
ー
。

資
本
制
社
台

神
話
共
同
．
体

そ
れ
研
「
村
の
コ
≡
ユ
ー
ン
化
し
γ
高
じ
っ

最
初
の
命
題
に
戻
る
こ
こ
に
も
な
る
。

先
例
国
き
れ
拘
れ
柄
を
と
り
ま
く
社
会

形
態
天
二
二
重
構
造
こ
し
て
稀
‖
た
榔
・
経

清
的
に
は
、
賓
本
測
社
会
の
原
理
が
村
落

書
風
体
重
も
貫
目
て
‖
る
こ
こ
は
確
執
で

あ
る
。
ど
れ
に
も
研
か
れ
ら
高
、
現
実
に

は
神
話
宍
風
体
は
多
く
の
実
で
背
本
則
社

会
相
ら
、
あ
る
日
1
1
は
高
麗
社
会
か
ら
而
る

種
の
踵
攣
C
を
っ
て
村
轟
ハ
同
体
と
自
つ

コ
ロ
ニ
ー
婁
C
形
成
し
て
‖
る
。

（
、
蘭
社
∋
）
　
村
馨
ハ
風
体
は
「
史
的
、
習

俗
的
、
訊
土
的
な
蕎
性
を
主
な
準
的
理
由
と

し
、
ま
た
ど
の
締
采
と
し
て
の
＜
黄
道
の
精

し
か
し
、
れ
柄
存
在
は
こ
っ
〓
ぐ
、
大
坂

ス
雄
や
丑
出
兵
男
ら
の
薄
主
義
看
た
ち

か
指
摘
し
た
＜
村
落
葺
風
体
の
負
の
構
造

〉
貴
）
微
細
に
検
討
し
谷
口
柄
－
ぼ
な
ら
な
‖

だ
ろ
う
。

余
間
誼
4
し
∴
∴
」
八
場
や
舟
山
ろ
ほ
、
日
本
の

村
t
諸
共
風
体
が
こ
く
に
天
皇
制
と
綿
か
つ

‖
て
総
督
四
谷
国
家
を
稚
放
し
て
き
た
こ
こ

を
理
由
に
、
馨
ハ
何
体
天
国
家
の
末
端

部
珍
し
し
て
、
あ
る
日
l
さ
国
家
値
の
一
雷
素
と

し
て
肥
え
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
へ
“

（
蘭
請
う
）
で
脂
摘
し
た
ふ
う
谷
村
嘉

共
同
体
の
葎
・
髄
住
は
、
と
り
れ
口
と
の
＜

東
通
の
精
神
的
風
土
V
l
よ
、
密
約
理
由
の



態
生玉

ー鮮血を－　　　⊂一一　　　一　　　一

さ
ら
っ
て
‖
る
。
ゼ
柄
も
、
内
に
対
す
る

薫
風
圭
星
詔
が
強
打
れ
ぼ
韓
日
ぽ
こ
、
外
に

対
す
る
編
目
排
他
性
を
も
う
7
日
る
。
村

董
ハ
風
体
の
二
の
あ
う
谷
内
に
対
す
る
栗

岡
慧
請
は
、
外
に
曹
1
る
排
他
性
に
よ
っ

て
串
っ
ら
夙
て
‖
る
こ
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
が
ま
さ
に
霹
確
言
の
日
高
へ
宍

風
体
⊥
剃
－
国
家
＞
位
谷
の
巳
あ
る
。

㊨
型
舞
鶴

を
I
a
、
村
諸
共
口
個
体
の
〇
二
に
弱
き
の

村
落
共
同
体
の
「
史
は
、
香
っ
こ
そ
の

＜
井
筒
優
子
翻
－
国
家
＞
値
の
「
史
で
あ

っ
た
。
＜
国
衆
V
に
ー
統
計
と
ら
訳
、
軟

‖
γ
三
2
倍
た
「
調
べ
一
ビ
あ
っ
一
に
。

（
禰
託
ち
）
　
的
詣
以
降
の
道
代
国
家
も
、

こ
の
よ
う
な
神
話
夷
同
体
の
も
っ
諺
桶
相

即
風
王
、
た
と
え
ば
豪
放
至
急
、
血
縁
主

義
雪
の
保
守
的
綿
雪
そ
の
ま
ま
国
家

の
原
理
の
中
心
に
礪
え
て
実
収
ざ
新
た

も
の
で
あ
る
。

原
因
が
赤
つ
っ
た
の
だ
う
う
か
。
そ
夙
に
は

村
落
只
風
体
の
得
互
構
造
を
よ
月
山
詳
し
く

給
話
し
T
日
用
ね
膚
か
ら
谷
口
。
そ
（
り
こ

こ
に
よ
っ
て
噛
め
て
、
コ
≡
1
一
－
ン
杜
会

へ
の
柴
橋
Y
し
し
て
の
袈
川
共
同
体
を
墓
相

的
に
転
生
さ
せ
る
二
と
相
可
寵
に
な
っ
て

く
・
台
の
一
e
あ
る
。
　
　
　
　
「
木
霊
）

I
a
速
ま
も

も
　
ー
　
〆
　
　
．
．
－
競
り
　
　
・
l
l
．
－
，
－
．
－
　
1
－
l

耗
今
年
夏
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、
神
石
勿
参
加

者
が
）
か
日
日
ふ
さ
′
し
十
に
｛
　
写
し
小
町
＝
－
ユ
二
十
／
I
ソ

含
窓
薫
）
が
、
句
目
性
卑
し
京
都
÷
短
日

に
）
車
高
｝
竺
行
な
4
1
拘
、
勢
ど
う
目
し
た
一
郭

で
l
さ
意
欲
清
ワ
「
　
今
後
も
差
の
寺
つ
な

彰
一
ビ
簑
（
草
発
案
去
き
ゃ
っ
で
日
子
毒
す

閃
圃
園
園
　
㊦
q
日
羽
日
野
同
室
者

。
二
義
つ
な
塾
に
ご
へ
何
条
裁
重
岡
野
草
ラ
）

二
理
容
－
奴
詫
停
キ
ャ
ン
プ
に
関
し
て

（
雇
用
　
弘
）

†
弛
砲
台
（
一
丁
マ
雫
を
一

十
栗
山
思
蔓
期
集
会

。
毎
月
井
二
三
王
統
日
　
夕
i
石
弓
じ
～

。
杉
並
区
立
小
田
山
4
－
男
｝
1
光
栄
蒜

袖
山
雪
で
工
享
一
し
て

一
遍
総
高
　
d
T
S
I
長
子
へ
曇
ら
亡
せ
り
、
ぐ
言

。
井
高
集
会
用
争
う
患
ク
ー
ら
し
ー

母
店
奉
養
日
管
、
宮
、
六
線
二
時
烏
．
帝

栄
に
革
患
っ
て
バ
ネ
メ
ン
バ
ー
が
一
語
に
会
し
て
ぎ
ゞ

寿
叔
碩
キ
ャ
ン
プ
（
％
～
燭
「
稲
刈
l
I
絶
・
憂
八
雲

ー
、
、

へ


